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特集：名古屋外国語大学におけるアカデミック・スキルズ・プログラムの現状と展望
名古屋外国語大学論集　第10号　2022年2月

1．はじめに

　2017年に設置された世界共生学部では、他学部と同様に、2年次以降の専

門課程において必要とされる研究のためのスキル、すなわちアカデミックス

キルズを初年次教育として導入している。本学部設置からすでに5年目にな

り、大枠に大きな変更は加えていないものの、実践内容に関しては修正を加

えている。本稿では、世界共生学部のアカデミックスキルズが採用する授業

方式の採用経緯と授業のねらい、初年度の実施内容と振り返りから浮き彫り

になった課題点、次年度以降の修正点とコロナ禍での対応について概観し、

今後対応が必要と思われる点を明らかにしたい。

2．世界共生学部のアカデミックスキルズの当初の狙いと修正

2-1.　�採用しているアカデミックスキルズ授業スタイルの導入経緯と初年

度の体制

　アカデミックスキルズは、同じ名称で全学的に実施されているものの、そ

の内容や実践方法は学部・学科によって異なる。大きくは、外国語学部型、

現代国際学部型、国際教養学科型に分けることができるだろう。外国語学部

型は、現在のように「全学共通基幹科目」が設置される前、外国語学部に総
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合教養が設置されていた時期にさかのぼる。総合教養では、一年次に「基礎

ゼミ」の名称で少人数クラスを編成し、総合教養所属の教員と非常勤で、現

在外国語学部や世界教養学部で実践されているアカデミックスキルズの土台

となる内容を実践していた。現代国際学部型は、主に国際教養学科が設置さ

れる前の現代国際学部で設置されていた「研究基礎トレーニング」にさかの

ぼる。研究基礎トレーニングは、当時この授業のコーディネーターであった

教員の発案で、企業が新人社会人に行うチームビルディングなど、アクティ

ブラーニングの要素と日本語基礎力を学ぶ内容を組み入れていたものであっ

た。この内容を、コーディネーター教員と非常勤で実施する形式を採用し

た。そして、現在現代国際学部の現代英語学科及びグローバルビジネス学科

では、内容を日本語基礎力に重点を置いた形に修正を加え、実践している。

国際教養学科型は、2013年に新学科として設置される際に1期「キャリアプ

ランニング」、2期「アカデミックスキルズ」の名称で導入された。1年生の

1期にキャリアプランニングというと、「時期が早いのでは」という意見もあ

ると思われるが、単なる就職活動準備の位置づけではなく、長い目で自身の

キャリア形成を見つめるための意識づけとして、また、題材として全国はも

ちろん中部地区の優良企業を取り上げることで、就職活動が大企業一辺倒に

ならないようにする視点の形成を意図していた。2期のアカデミックスキル

ズでは、国際教養学科の2年次以降の専門研究のベースとなるような文献を

輪読し、その内容を人前で発表することを通して、レジュメ作成や資料収集

や分析など2年次以降の専門教育に耐えうる技能の習得を目指すものとした。

国際教養学科ではこうした内容を専任教員が実施する形式を採用した。

　前置きが長くなったが、世界共生学部のアカデミックスキルズは、最後の

国際教養学科の方式を学部設置当初に採用した。すなわち、専任教員が担当

し、1期・2期ともに人前での発表スタイルを採用し、内容面では1期はキャ

リア形成を意識し、2期は専門研究につながる文献を用いた基礎的スキルの

習得を目指すものとした。そのために設定した学習目標と授業のねらいは以

下の通りである。
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〈学習目標〉

　◦　学問研究に不可欠な視座・手法の獲得。

　◦　プレゼンテーションに必要な基礎技術の獲得。

　◦　レポート作成に必要な基礎技能の獲得。

〈授業のねらい〉

　◦　大学での学びとは何かを理解する。

　◦　アカデミックスキルズとは何かを理解する。

　◦　アカデミックスキルズに求められる作法の修得。

　◦　じっくりと取り組む姿勢・主体的学びの姿勢を獲得する。

　◦　定義を明確にする・主観的判断からの脱却。

　他方、導入に当たって世界共生学部の独自性を打ち出すため、同学科のス

タイルとはいくつか意識的に異なる部分を設けた。異なる主な部分は以下の

通りである。

〈担当教員について〉

①1期と2期で担当教員の完全入れ替え

②担当教員のジェンダーバランス考慮

教員組み合わせ表

1期AS クラスアドバイザー 2期 クラスアドバイザー
Aクラス（18名）教員A（男性） 教員A（男性） 教員D（女性） 教員D（女性）
Bクラス（18名）教員A（男性） 教員D（女性） 教員D（女性） 教員A（男性）
Cクラス（18名）教員B（女性） 教員B（女性） 教員E（男性） 教員E（男性）
Dクラス（18名）教員C（男性） 教員C（男性） 教員F（女性） 教員F（女性）
Eクラス（18名）教員B（女性） 教員E（男性） 教員E（男性） 教員B（女性）
Fクラス（18名）教員C（男性） 教員F（女性） 教員F（女性） 教員C（男性）

　アカデミックスキルズを専任が担当すると決定していた時点で想定された

ことは、二点あった。第一に、学生たちがプレゼンテーションの準備のため

に担当教員に相談するケースが他の授業に比べて多くなること、第二に担当
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教員が実質的にクラスアドバイザーとしての役割を担うことであった。その

ため、アカデミック以外の相談にも対応することが想定されたため、相談内

容によってはジェンダーを考慮する必要があるだろうとの配慮から、クラス

ごとにジェンダーバランスを考え、半期ごとに担当教員の入れ替えをしてサ

ポートする形式を採用した。

〈内容面〉

①1期のプレゼンテーション2回実施のうちの1回を「国際問題」「日本社会の

問題」をテーマに（グループ）、もう1回を企業及び国際・地域機関に関する

ものとした（個人）。プレゼンテーションの対象企業・機関リストは、企業に

ついては全国及び中部圏のいわゆる優良企業を選び、それらに加え、多文化

共生や国際協力に力を入れるNGOやボランティア団体をリストに追加した。

また、国際・地域機関については国連関連機関や地域統合に関連した機関を

選んだ。

②2期で扱う文献は、一冊の輪読ではなく世界共生学部が謳うリージョン、共

生社会を意識した複数のテーマを教員サイドが用意し、学生たちはそれらの

テーマごとに学術論文や書籍などを自ら探しプレゼンテーションに備える。

プレゼンテーションはグループで行う形式を採用した。

③両学期ともにアクティブラーニングの要素を導入した。具体的には、グ

ループプレゼンテーションの準備過程で、グループワーク、グループディス

カッションを取り入れた。

　1期では、コース全体の3分の1の時間をアカデミックスキルズの内容、情報

倫理（特にコピペや剽窃の悪質性について強調）、そしてプレゼンテーション

技術などについて全体講義をおこなった後に、最初のプレゼンテーションを

グループで行う方式にした。早い段階で、グループ分けとグループごとのプ

レゼンテーションのテーマ決定を行い、学生たちには全体講義でアカデミッ

クスキルズの作法を学びつつプレゼンテーションのための準備を併行して行

えるようにした。全体講義ではあらかじめプレゼンテーションのグループに

分かれて着席し、講義の一部の時間を利用し、講義内で指定したテーマにつ
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いてディスカッションをしたり、プレゼンテーションのテーマを絞り込むた

めに、KJ法を利用したグループワークを行うなどした。そして、1回目のプレ

ゼンテーション終了時に、全体講義でセメスターの中間振り返りを実施し、1

回目のプレゼンテーションで見られた良い点と課題点を整理し、かつ学生個

人にも振り返りをしてもらった。そのうえで、2回目のプレゼンテーションに

臨むようにした。第14週に各クラスで2回目のプレゼンテーションの優秀者

1名を決定し、選ばれた学生が最終週に全員の前でプレゼンテーションを行

い、教員が総括をおこなった。最終週には、個人プレゼンテーションのテー

マをもとに4,000字程度のレポート提出を義務付け、最終の振り返りもしても

らった。

　2期では、1期にアカデミックスキルズの基本事項は学んだことを前提に、

担当教員があらかじめ、世界共生学科が扱うリージョンや共生を意識した

テーマをいくつかに絞って授業を展開した。全体講義では、1期に学んだア

カデミックスキルズの基本事項を整理するとともに、2期も早い段階でプレ

ゼンテーションのグループ分けやテーマ決めを行いつつ、グループに分かれ

てブレインストーミングやディスカッションを行い、テーマの絞り込みを

行っていった。プレゼンテーション用に採用した大テーマは、言語、共生、

環境であり、中テーマまでは教員が事前に指定する形式をとった。それとは

別にプレゼンテーションを実施する前に、全体講義で宗教と境界をテーマに

教員がミニレクチャーをするとともに、自分たちで関連資料をもとにディス

カッションをするなどして、問題の複雑性や問いの立て方について学ぶ機会

を持った。こうしたプロセスを経て、学生たちは三つのテーマから2回のプ

レゼンテーションを実施するという内容となった。プレゼンテーションの準

備の段階で、図書館への誘導と学術書・学術論文の多読の必要性を繰り返し

説いた。グループプレゼンテーション及びレポートの評価については、事前

に評価項目・基準についてルーブリックを学生に配布し、解説しておくこと

で、準備段階からよいプレゼンテーション、レポートとはなにかということ

の意識づけを行った。

　成績の評価方法は、1期と2期で詳細は異なるものの、①プレゼンテーショ
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ン、②学期末レポート提出、を義務付け、①と②については一つでも欠けた

場合は成績がつかないものとした。

2-2.　初年度の振り返り

　初年度の授業が終了した時点で、アカデミックスキルズ担当者による振り

返りを行った。

（1）1期担当教員の振り返り

　1期では最初の5回と中間に1回の全体講義を通して、「アカデミックスキ

ルズとは何か」「ロジカルシンキングとは何か」「クリティカルシンキングと

は何か」「情報倫理・研究における倫理とは何か」「プレゼンテーション方法」

「レポートの書き方」などを扱った。それぞれの授業内ではグループあるいは

チームに分かれて、ロジカルシンキングやクリティカルシンキングで取り上

げられた具体例について話し合いをしてそれぞれのグループの回答を発表す

るなど、教員によるレクチャーを補完する形で実施した。また、「論文・レ

ポートの手引き」を全員に配布し、プレゼンテーションやレポートの参考文

献、引用等の際に参照するよう指導した。

　プレゼンテーションについては、グループと個人をそれぞれ一回経験でき

るような授業の組み立てにした。グループプレゼンテーションのテーマは、

日本社会と国際社会の課題を教員サイドでいくつか用意し、学生たちが選ん

でプレゼンテーションを行った。個人プレゼンテーションでは、今後のキャ

リアを見据えて「国内外・中部圏の有力企業、国際機関、NGO」をテーマと

してリストを作成し、学生たちはその中から他者と重複しない形でプレゼン

テーションを行った。

評価できる点は以下の点が挙げられた。

　◦　�各プレゼンテーションを通して、多くの場合に個人レベルでプレゼン

テーション能力に改善は見られた。

　◦　�研究室に事前に相談に来るなど、熱心に授業準備をする学生が少なか

らず見られた。

　◦　�学生たちの振り返りでもおおむねポジティブな意見が見られ、「何の
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ためにやっているのか分からない」などの意見は見られなかった。

　◦　�また、2期担当の先生方が授業に参加してくださったことで、教員間

の情報共有がスムーズに行うことができた。

課題として以下の点が挙げられた。

〈プレゼンテーション〉

　◦　�個人プレゼンテーションについては、各クラスの人数が多いため、最

大でも一回当たり3人が限度で、自分のプレゼンが終わるとクラスで

の集中力が目立ってなくなる傾向にあった。

　◦　�個人レベルでは、プレゼンのスタイルや情報収集など大幅に改善が見

られた学生もいたものの、個人とグループでテーマが変更になったた

め、グループプレゼンで学んだことを「活かす」ことが十分にできな

かった。

　◦　�プレゼンにせよレポートにせよ、無理やり「解決策」や「～すべき」

など結論を書く傾向が見られた。

〈テーマ〉

　◦　�企業等個人プレゼンのテーマについては、情報源そのものの多寡が大

きいため準備の条件に偏りが見られた。

（2）2期担当教員の振り返り

　2期では、1期の課題点を踏まえてグループプレゼンテーションを中心とし

た。授業計画を見て分かるように、テーマを絞りテーマに関するマテリアル

を教員サイドが準備し、一つのテーマを複数回で分析していくスタイルを採

用した。1期のプレゼンでは、無理やり結論で解決策などを提示する例が頻

繁に見られたため、2期では事実を整理しどこにどんな問題があるのか「問

題の所在」を明示し、それがどのような経緯で生じているのかを分析させる

ことに注力した。そのうえで、アカデミックな分析を行うために以下のプロ

セスを徹底させるようにした。

文献の収集→文献の分析と事実の整理：問題の所在→問題の原因・背景の分析
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　プレゼンテーションの回数は、1期と変わらないものの、プレゼンを実施

するチームで異なるテーマでこのプロセスを何度も繰り返すことで、アカデ

ミックの作法を刷り込ませることを目的とした。また、扱う文献についても

前期ではWebコンテンツが目立っていたが、2期では書籍ベースを基本とす

ることを徹底した。さらに「引用」の練習も実施した。

　成績評価の一つとしてルーブリックやノートチェックを導入した。ノート

チェックの目的は、きれいにできているかどうかではなく、自分のための

ノートであり、重要な情報を残しているかどうかを確認する。成績が低い学

生のノートは、上記のようなレベルにないことが分かった。

評価できる点については以下の点が挙げられた。

　◦　�提出されたレポートからは、1期からアカデミックのスタイルに一定

程度忠実な形で改善が見られた。

　◦　�自己評価・他己評価を実施：他己評価と実際の成績評価との相関関係

が一定程度見られたのが興味深い。

　◦　�躊躇なく図書館に行き、学術書にアクセスするという態度が多くの学

生で見られた。また、インターネット経由で学術論文を探し、プレゼ

ンテーションやレポートに活用することができるようになった。

課題としては以下の点が挙げられた。

　◦　�着眼点が明確でなく、特に、リサーチクエスチョンを冒頭で示さない

がゆえに、レポート全体の論旨が不明確なケースが散見された。

　◦　�他人の意見と自分の意見を区別できていない。

　◦　�引用の仕方、特に間接引用ができていない。

　◦　�学生独自の考察がない。

　◦　�全体に占める引用の割合が高い、あるいは、逆に引用が皆無という

ケースが散見された。

　◦　�参考文献を鵜呑みにする傾向があり、文中で引用される参考文献が

偏っていた。

　◦　�稚拙な日本語表現が目立った。
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　以上、世界共生学部のアカデミックスキルズの当初の狙いとその内容につ

いて振り返り、担当教員による初年度の振り返りを確認してきた。学生たち

による振り返りからは、この授業の目的や目標について理解ができないなど

の内容はみられず、おおむねポジティブな内容を確認することができた。ま

た、プレゼンテーションについても、各期二回実施することで二回目に発表

形式や内容に改善がみられることも確認できた点で、一定の成果があったと

判断できる。他方、全体授業で伝えたことがプレゼンテーションにおいて十

分に反映されていないことも分かった。特に1期のプレゼンテーションの場

合、1回目はグループで「日本社会の問題」「国際社会の問題」について、2

回目は個人で企業、NGO、国際機関、についておこない、レジュメの体裁、

参考文献の記載方法など形式面での改善は見られたものの、内容面では1回

目と2回目のプレゼンテーショントピックが大きく異なったためか、それぞ

れが調べた内容をそのまま羅列する、自分の意見と他者の意見の区別をしな

いで記述する、自分が感じたことや安易な解決案の提示に終わってしまうも

のが多く見られた。この傾向は、おおむね2期にも見られることが分かった。

　また、1期の個人プレゼンテーションについては、2017年度1期の「アカデ

ミックスキルズ」スケジュール（資料1参照）でも確認できるように、一回

につき3名のプレゼンテーションを6週にわたって実施する形になった。国際

教養学科のアカデミックスキルズがおおむね1クラス15名以内で構成されて

いたのに対して、本学科は1クラス18名で構成される結果としてスケジュー

ルがややタイトになった。こうしたことが要因の一つなのか、自分の発表が

終了して以降、他者のプレゼンテーションに対し集中力が欠ける態度が散見

された。

　学科独自のスタイルとして導入したジェンダーに配慮した教員の配置につ

いては、1期の最初に伝えていたものの、学生たちがその点を踏まえて教員

に相談に来ているかどうかについては2期終了後の教員の振り返りでも確認

はできなかった。

　2年目以降は、以上のような点を踏まえ実践内容・方法に修正を加えるこ

とになった。
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3．実践内容・方法の修正とコロナ禍での対応

　本セクションでは、2年目以降の実践内容・方法の修正点とコロナ禍での

対応について整理し、現在の課題を明らかにする。

3-1.　2年目以降の実践内容・方法の修正

（1）1期の授業内容・方法の修正

　1期の授業内容・方法については、初年度から大きく変わることになった。

特に大きな変更は、1回目のプレゼンテーションのテーマとしていた企業・

NGO・国際機関をやめたことにある。この点は、担当教員間で議論を重ね、大

きく二つの観点から取りやめを決定した。一つは同じテーマを二回プレゼン

テーションするほうが、一回きりで終えるよりも必要なスキルについての学

生たちの理解度が向上するのではとのことである。もう一つは、リストアッ

プした企業・NGO・国際機関によって、得られる情報に大きな差がありすぎ

るというものだった。

　そこで、新たな方針として前年度の課題を踏まえ、以下の点を強調するこ

とになった。

　◦　�同じテーマを2回プレゼンテーションすることによって改善が必要な

点を確実に理解し、じっくりと取り組む大切さを実感してもらう。

　◦　�「事実」の正確な整理を優先する。

　◦　�安易な解決案の提示を控えるようにする。

　◦　�文献の質的量的充足をはかる。

　この方針をしっかりと実施するために、前年度から変更した点は以下の通

りである。

　◦　�グループプレゼンテーションと個人プレゼンテーションの併用からグ

ループプレゼンテーションのみとする。

　◦　�グループプレゼンテーションの準備のため、グループでの意見交換や

準備のための時間を設ける。

　◦　�プレゼンテーションに際して「事実」を正確に整理する。

　◦　�参考文献に、書籍ベースの文献を3冊以上含むようにする。
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　また、教員によるプレゼンテーションの評価についても、教員間でばらつ

きを減らすため、プレゼンテーションの評価シートを作成し用いるようにし

た（参照、資料4）。レポートについても、学生自身が提出に際してレポート

評価基準に照らし、自分のレポートがそれぞれの評価基準を満たしているか

どうかを自己採点したものをレポートに貼りつけて提出するようにした（参

照、資料5）。

資料4　グループプレゼンテーション評価基準
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資料5　レポート評価基準
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（2）2期の授業内容・方法の修正

　2期の授業内容・方法については、初年度に明らかになった課題点の改善

を目標に、次のような授業展開を目指すこととした（参照、資料6）。成績評

価については、前年度に引き続きルーブリック（参照、資料7及び資料8）を

採用し、前年度の反省点を踏まえつつ、評価項目・基準の見直しを行った。

　◦　「スキル」に関する講義・ワークショップの実施

　　　�プレゼンテーション及びレポートの構造や、引用・参考文献の書き方

に重点を置いて、ワークショップを通じてしつこく繰り返して身につ

けさせるようにした。特に、コピー・アンド・ペースト（以下、コピ

ペ）がなぜいけないのか、どのような場合がコピペと判断されるのか

ということを繰り返し説明することで、剽窃への対策とした。

　◦　ディスカッション（宗教・境界）

　　　�プレゼンテーション前に、宗教と境界を大テーマに、グループディス

カッションを実施した。グループワークを通して、実際に議論する

ディスカッションテーマを学生たちに決めさせ、日本での宗教事情に

関連する新聞記事や、世界の境界問題に関するやや難解な内容のテキ

ストに親しんでもらうという工夫を行った。これは、グループプレゼ

ンテーションの準備作業の予行演習となった。

　◦　グループプレゼンテーション

　　　�大テーマについてはくじ引きで、中テーマについてはグループで話し

合って選択し、小テーマについてはグループごとに「読み、調べ、考え

る」を通して決定するプロセスを採用した。中テーマについては、プ

レゼンテーションは同じテーマで2回実施させ、1回目のプレゼンテー

ションで学生から出された質問や、教員から指摘された問題点を、2

回目のプレゼンテーションで反映させるというプロセスをとった。

　◦　レポート執筆（個人）

　　　�レポートでの日本語表現について、学生が多用しがちなアカデミッ

クなレポートに相応しくない表現の文章を訂正させるというワーク

ショップを行うことで改善を図った。また、レポート全体の構造、特
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（

時
間

配
分

：
発

表
15

～
20

分
、

質
疑

応
答

15
分

、
教

員
コ

メ
ン

ト
10

分
）

 
⑩

 
11

月
22

日
 

全
体

 
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

手
順

に
つ

い
て

 
⑪

 
11

月
29

日
 

ク
ラ

ス
 

2
グ

ル
ー

プ
の

発
表

（
時

間
配

分
：

発
表

15
～

20
分

、
質

疑
応

答
15

分
、

教
員

コ
メ

ン
ト

10
分

）
 

⑫
 

12
月

6
日

 
ク

ラ
ス

 
2

グ
ル

ー
プ

の
発

表
（

時
間

配
分

：
発

表
15

～
20

分
、

質
疑

応
答

15
分

、
教

員
コ

メ
ン

ト
10

分
）

 
⑬

 
12

月
13

日
 

ク
ラ

ス
 

2
グ

ル
ー

プ
の

発
表

（
時

間
配

分
：

発
表

15
～

20
分

、
質

疑
応

答
15

分
、

教
員

コ
メ

ン
ト

10
分

）
 

⑭
 

12
月

20
日

 
全

体
 

レ
ポ

ー
ト

提
出

前
の

注
意

点
：

レ
ポ

ー
ト

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
再

確
認

、
着

眼
点

と
結

論
の

確
認

（
シ

ー
ト

作
成

）、
「

は
じ

め
に

」
と

「
お

わ
り

に
」

の
書

き
方

 
→

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
は

14
回

目
の

授
業

が
終

わ
っ

て
か

ら
受

け
付

け
開

始
 

⑮
 

1
月

10
日

 
全

体
 

各
ク

ラ
ス

代
表

の
発

表
会

 
プ

レ
ゼ

ン
の

順
番

 
 

松
本

 
地

田
 

近
藤

 
プ

レ
ゼ

ン
①

 
環

境
問

題
 

共
生

 
言

語
 

プ
レ

ゼ
ン

②
 

言
語

 
環

境
問

題
 

共
生

 
プ

レ
ゼ

ン
③

 
共

生
 

言
語

 
環

境
問

題
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資料7　2期ルーブリック（グループプレゼンテーション用）
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資料8　2期ルーブリック（レポート用）
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に、「はじめに」での着眼点やリサーチクエスチョンの示し方につい

て、ワークショップ形式で身につけさせるということを新たに盛り込

んだ。

3-2.　コロナ禍での対応

　2020年度は、コロナ禍でオンライン中心に授業を展開するため、1期・2期

ともに授業スケジュールや授業内容について大幅な変更を余儀なくされた。

特に、1期についてはコロナ禍で迎えた初のセメスターでありかつ全面オン

ラインとなったこともあり、担当教員がオンライン用のツールを理解し使え

るようになるための負担も大きかった。こうしたことを踏まえ、1期と2期そ

れぞれの大学の方針と準備した授業内容とスケジュールについて整理する。

（1）1期の対応

　4月7日に政府は東京をはじめとして7都府県に緊急事態宣言を発令し、大

学が所在する愛知県は4月10日に独自に緊急事態宣言を出した。それに先

だって本学は、授業開始日を通常よりも2週間あまり遅らせて開始すること

を通知していたものの、県の緊急事態宣言発出により1期を原則的にオンラ

インで実施することを決定した。そのため、1期の授業は全体として13週で準

備することになった。こうした状況でとりかかったのは、①1期のうちに、2

期のアカデミックスキルズでの学びに必要なものは何かを決定すること、②

対面を前提としたプログラムの変更、③プレゼンテーション方法の変更、④

学生とのコミュニケーションをどうするか、を決定することであった。

　①については、通常であれば全体講義で提供していた内容のうち、「大学

での学びとは何か」「アカデミックスキルズとは何か」「情報リテラシーと研

究倫理」「ノートテイキングの仕方」「タイムマネジメント」「成績評価基準」

「メールの書き方」「クリティカルシンキングと複眼的視点」について、オン

デマンドで動画を作成・配信することにした。タイムマネジメントは、従来

も学生にとって大きな課題であるとの認識ではあったものの、アカデミック

スキルズの授業内では取り上げてこなかった。しかし、コロナ禍でずっと家

から受講することを想定し、少しでも時間を上手に活用してほしいことから
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内容を追加した。

　②について、従来「ロジカルシンキングとは」や「クリティカルシンキン

グとは」については、その内容を学生たちが具体的に考えられるように、グ

ループプレゼンのメンバーと一緒に全体講義内でワークショップやディス

カッションを実施してきた。そのため、オンライン上で学生間の意見交換な

どをいかに確保するかが課題となった。しかし、オンライン授業をはじめ

る当初、担当教員側のオンラインツールに対するスキル不足もあり、学生を

オンライン上でグループに分けて議論をさせる形式を断念することになり、

2020年1期については「クリティカルシンキング」についてのみオンデマン

ドで動画を配信することにした。

　③のプレゼンテーション方法については、グループプレゼンテーションか

ら、全面的に個人プレゼンテーションへ変更することにした。この時点で

は、教員も学生もオンラインツールに慣れていないこともあり、スムーズな

コミュニケーションが難しいと判断したためである。結果、従来のグループ

プレゼンテーションで確保していた20分の発表時間ではなく、1人7分とと

ても短いものになった。そのため、プレゼンテーションの内容についても、1

回目については選択したテーマについて収集した文献を正確に理解し要約し

たものを発表することにした。2回目は、第7回のクリティカルシンキングの

動画を視聴した上で、1回目のプレゼンテーションの内容から一歩踏み込ん

だ内容をプレゼンテーションを準備してもらった。

　④については、学生と教員、そして学生同士のコミュニケーションが十分

にできないことが予想されたため、基本的にオンラインリアルタイムで授業

に参加してもらい、出欠席の確認を兼ねながら学生一人ひとりの様子を確認

するようにした。また、プレゼンテーションの準備はもちろんのこと第11回

には学期末に提出するレポート準備のために、個別にオンラインで相談にの

るなどの対応もおこなうようにした。

　上述のように、1期は初の全面的なオンラインであったため、特に教員と学

生、そして学生同士のコミュニケーションを中心に大きな制約があった。授

業途中で実施した振り返りには、ずっとオンラインで受講しているため精神
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的に辛い思いを吐露する学生も見られたものの、プレゼンテーションではど

のクラスでも積極的に質問する学生が多く見られたのが印象的であった。な

お、質問については事前にClassroomに掲載された発表レジュメを基に3つ考

え提出する方式を採ってきた。質問の「質」に言及し褒める中で、質問をす

ること自体の重要さを理解したという学生の声も聞かれるようになった。ま

た、オンライン授業で気づかされた利点もあった。座学的な授業内容は、オ

ンデマンドでも一定の理解が得られるということだ。オンデマンド授業後の

コメントシートを確認すると、授業の意図を十分に理解した上での感想が多

く見られた。

　なお、1期に一度だけ設けられた登校日には、新入生が登校を許されたが、

本学部ではアカデミックスキルズのクラスごとに分かれ、上級生や教員との

交流の機会をもった。同じ様な機会のあった他学科の新入生の出席率が伸び

悩んだなか、大変ありがたいことに、ほとんどの学生が出席をしたことには

驚かされた。

（2）2期の対応

　2期の学事暦については、1期と異なり15週とはなったものの、新型コロ

ナの影響が続くと予想されたこともあり、基本的にオンライン方式での実

施となった。他方、対面方式の授業により得られる授業効果なども考慮し、

Creative Weekを3週設定し、大学への登校を認める措置を導入した。本学科

の登校日は、3週とも木曜日に割り当てられた。その三日間については、可

能な限り一年生の登校日を確保し、学生間交流も兼ねてアカデミックスキル

ズの準備やディスカッションの時間などに割り当てることとした（参照、資

料10）。

　2期についてはCreative Weekが3週間あるため、実質12週で授業を組み立

てることになった。そのため、これまでプレゼンテーションまでに宗教と境

界をテーマにして実施していた対面でのグループワークやディスカッション

などを割愛し、その代わりにプレゼンテーションに向けたオンラインでのグ

ループワークのための時間を多く設定することにした。また、基本的にオン
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ラインでの受講となるため、グループワークを円滑に共有するため大学全体

で採用しているプラットフォームであるGoogle Classroomを活用し、グルー

プで調べたことをノートとして共有し、教員も閲覧可能にした。これにより、

グループプレゼンテーションに向けた準備状況、参考文献リストの作成状況

や、自分たちが独自に調べたこと、プレゼンテーションのためのレジュメ作

成など、学生同士が進捗を確認できるようになった。他方で、学生個人のノー

トチェックはオンライン授業という状況下では困難なため、成績評価からは

外すこととした。

　2期の授業方針として、従来から「習うより慣れよ」方式を採用し、読む

力と習慣を身につけてもらうため、2期の早い段階で参考文献リストを作成

させ、コロナ禍でもこれまでどおり多読を奨励した。

　また、上記のとおり、2期では以前からルーブリックでグループプレゼン

テーションとレポートの評価項目・基準を事前に学生に説明しており、自分

たちの作業とプレゼンテーションなどがどのように評価されるかを認識でき

るようにしている。コロナ禍でも同様に実施し、意識的に作業をおこなえる

ようにした。
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4．おわりに：学科独自のアカデミックスキルズの成果と授業運営上の課題

　本稿では、世界共生学部が現行のアカデミックスキルズのスタイルを導入

した経緯と初年度の実施内容と授業実施後の振り返りから見られた課題点、

そして2年目以降の修正点、コロナ禍での実施内容について見てきた。2年目

以降、1期ではアカデミックスキルズの作法全般についての概要を学ぶとと

もに、プレゼンテーションでは文献収集と文献の通読からプレゼンテーショ

ントピックに関する「事実」を正確に整理することに焦点を合わせ、2期はグ

ループでのブレインストーミング、グループプレゼンテーションの準備段階

での多読の推奨、テキスト資料の読解を兼ねたディスカッションを組み込む

ことで、1期で学んだアカデミックスキルズに関する基礎技術の定着に加え、

読む力の向上と文献への取り組みの習慣化を図ることに焦点を合わせた。以

降、2期の終了時点で参考文献リストの記載方法、引用方法を含め形式面で

大きく改善がみられるようになった。二年次以降、世界共生学科の学生たち

の多くが、リージョナルスタディーズ、コース科目、地域創生科目、ゼミな

どにおいて、日本の社会問題、多文化共生、国際情勢、各国事情といったト

ピックに躊躇なくアプローチし、レポートなど文章のかたちでアウトプット

できるようになっているということは、一年次での学科独自のアカデミック

スキルズ科目の展開の大きな成果である。

　他方、アカデミックスキルズの授業だけではなかなか解決が難しい問題、

特にグループワークにおけるフリーライダー問題、アクティブラーニング

（もしくは他者とのコミュニケーション）を不得手とする学生へのサポート、

母語が日本語でない学生の円滑な授業参加、といった問題も浮き彫りになっ

てきている。これらは、学科独自の取り組みだけは限界があり、全学での意

見交換やファカルティ・ディベロップメントの機会などを通じて解決してい

くべき問題だと言えるだろう。


